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 白浜町日置地域で行われる小・中交流授業にて、脱炭素をテーマにした出前授業を実施します。小

学校と中学校の交流授業で行う出前授業は今回が初めてになります。 

日置中学校は、数年前からブルーカーボン（温室効果ガス吸収源）の一つであるアマモの研究を

行う等、脱炭素をはじめとする環境教育に力を入れています。 

今回、環境意識の高い中学生との交流を通して、小学生にも環境意識が高まり、先輩の思いを引

継ぎ、さらに取組を拡げてくれることを期待しています。 

 

記 

日程：令和６年７月１２日（金） 

場所：白浜町立日置中学校 

     （西牟婁郡白浜町日置 979） 

 

時間 ９：４０～１０：３０（２時間目） １０：４０～１１：３０（３時間目） 

対象者 日置中２，３年生 日置小・安宅小５，６年生、日置中１年生 

内容 「きいちゃんと学ぼう！」 

地球温暖化を防ぐために私たちができること～脱炭素に向けて～ 

講師 和歌山県脱炭素政策課職員 

 

※４時間目に小学生（５・６年生）は、中学校で飼育されているアマモや装置を見学する予定です。 

※学校への立ち入りには事前許可が必要ですので、取材を希望される場合は前日までに担当まで連絡し

てください。 

 

 

 

令和６年７月１日 

資料提供 

担当課 脱炭素政策課 

担当者 中尾・猿棒 

電話(直通) 

内線 

０７３（４４１）２６７４ 

２６７３ 

県庁・西牟婁振興局同時提供 

きいちゃん 

以前の授業での様子（2024 年３月５日） 

きいちゃんも一緒に学びます。 

座学中心ですが、生徒達による議論

も取り入れながら授業を進めます。 


